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 本論文は、平安鎌倉時代の文学作品の文章を対象として、古代日本語の文体類型を明らかにしよう
とするものである。本論は、近年構築がすすんでいる電子資料体（コーパス）を効果的に利用し、多
変量解析を駆使するところに特徴がある。全体は 6 部 13 章からなる。 
第 1 部「序論」では、まず文体とは何かということについて検討し、言語学的文体論が明らかにす
べきところを示す（第 1 章）。その上で、古代日本語文体論の問題点を剔出し、本論の目的を設定す








ている（第 7 章）。 
さらに第 4 部「統語・文章的指標に基づく類型化」においては、文と文をどのように接続するのか
という文連接法（第 8 章）、文をどのように述べ立てるのかという点の類型である叙述類型（第 9 章）、






最後の第 6 部「結論」では、以上の帰結を整理し、本論の意義を提示している。 
 本論は、コーパスを利用し、多変量解析による分析をおこなうことによって、古代日本語の文体を
精緻に明らかにしたものであるが、同時に、これまであまり進展のみられなかった古代日本語の文体
論に対して、このような方法による分析をすすめることで、この分野が大きく進展しうることを示し
た論ともいえる。この成果は、古代日本語文体史研究、さらには言語学的文体論に大きく寄与するも
のといえ、高く評価される。
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
